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．祉会参画型授業をつくる

“これからの学習課題・学習問題”
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馬居 政幸

将
来
人
口
推
計
が
描
く
未
来
図

少
子
高
齢
化
の
最
重
要
学
習
謀
題
は

世
代
間
扶
養
の
不
均
衡
で
あ
る
。
そ
の

問
題
を
知
る
た
め
、
支
え
る
側
A

（生

産
年
齢
人
口
一
一
五
l
六
四
歳
）
と
支

え
ら
れ
る
側
B
（老
年
人
口
・

六
五
歳

以
上
）
の
笑
数
（
二

O
一
O
年
）
と
推

計
値
（
二

O
四
O
年
）
を
都
道
府
県
別

に
並
べ
、
老
年
人
口
上
位
五
位
と
下
位

五
位
の
C
H
A
÷
Bを
求
め
て
表
に
し

た
。ト
ッ
プ
の
東
京
都
を
み
る
と
、
実
数

を
ポ
す
一

O
年
の
生
産
年
齢
は
八
九
九

万
四
千
人
、
老
年
は
二
六
七
万
九
千
人
、

両
者
の
比
は
三

・
三
六
。
三
人
強
で
一

人
の
高
齢
者
を
支
え
る
値
で
あ
る
。
四

O
年
の
推
計
値
で
は
ど
う
か
。
生
産
年

齢
は
七

一
二
万
九
千
人
に
減
少
す
る
が

老
年
は
四
一
一
万
八
千
人
と
大
幅
に
地

加
。
両
者
の
比
は
一

・
七
三
と
＝
．人
で
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“少子高齢化”の取り上げ方

ス
タ
ー
ト
と
な
る
学
習
課
題
が
将
来
人

口
推
計
の
意
味
の
問
い
直
し
。
そ
の
た

め
の
学
習
問
題
を
三
点
指
摘
し
た
い
。

未
来
予
測
へ
の
聞
い
直
し
三
種

一
つ
は
老
年
人
口
の
境
を
六
五
成
よ

り
上
位
に
移
動
さ
せ
る
問
題
。
既
に
猷

米
各
国
で
実
施
さ
れ
る
長
野
化
に
伴
う

定
年
と
年
金
支
給
開
始
年
齢
引
き
ヒ
げ

が
典
却
例
。
要
介
護
者
激
増
を
代
表
に

人
口
減
少
の
謀
題
は
変
わ
ら
な
い
が
、

解
決
の
た
め
の
公
的
施
策
と
公
私
の
財

源
選
択
肢
は
拡
大
す
る
。
問
題
は
受
給

者
の
同
意
だ
が
、
そ
の
獲
得
方
法
は
二

五
年
後
の
二

O
四
O
年
に
支
え
る
側
の

当
事
者
に
な
る
現
在
の
児
童
生
徒
に
は
、

最
も
切
実
な
学
習
問
題
に
な
る
は
ず
。

二
つ
は
女
性
の
労
働
力
化
拡
大
の
問

題
。
家
庭
の
内
と
外
双
方
で
の
性
別
役

割
分
業
を
廃
し
、
意
欲
、
個
性
、
能
力

に
基
づ
き
男
女
が
共
に
働
く
こ
と
で
支

二
人
を
支
え
る
位
、
人
口
推
計
が
示
す

日
本
の
巨
大
都
市
の
未
来
図
で
あ
る
。

最
下
位
鳥
取
県
は
ど
う
か
。

一
O
年

の
生
産
年
齢
は
桁
違
い
の
三
五
万
五
千

人
。
老
年
も

一
五
万
五
千
人
と
少
数
だ

が
両
者
の
比
は
二
・
二
九
。
四
O
年
で

は
生
産
年
齢
が
一

．二
万
六
千
人
、
老
年

が
一
六
万
八
千
人
、
両
者
の
比
が
一

－

三
凶
。
小
規
模
人
口
減
少
県
は
二
対
一

か
ら

一
対

一
の
扶
接
関
係
に
縮
小
す
る
。

こ
の
数
値
は
本
当
に
日
本
の
未
来
の

現
実
を
示
す
の
か
。
答
え
は
否
で
あ
る
。

推
計
は
現
在
の
問
題
の
拡
大
絵
図

推
計
人
口
が
描
く
未
来
図
は

「現
在

の
人
口
、
社
会
の
問
題
点
を
将
来
と
い

う
ス
ク
リ
ー
ン
に
拡
大
」
謂
と
の
金
子

隆

一
（
国
社
人
研
人
口
動
向
研
究
部

長
）
の
言
を
重
視
し
た
い
。
解
く
べ
き

は
未
来
で
は
な
く
現
代
の
問
題
。
何
か
。

二
O
一
O
年
下
位
県
は
い
ず
れ
も
高

え
る
側
の
拡
大
を
図
る
。
課
題
は
女
性

（
母
、
嫁
、
妻
、
娘
）
が
担
っ
て
き
た

家
事
、
育
児
、
介
護
の
社
会
化
と
産
業

化
を
阻
む
法
制
度
の
改
編
。
こ
こ
で
も

当
事
者
と
な
る
資
質

（感
受
性
や
側
他

観
）
形
成
過
程
が
学
習
問
題
を
榔
成
す

る
。三
つ
は
国
の
境

（国
民
の
定
義
）
の

変
更
に
よ
る
世
代
間
と
世
代
内
の
絡
差

修
正
の
問
題
。
安
価
な
労
働
力
と
し
て

の
外
国
人
労
働
者
へ
の
依
存
を
超
え
て
、

全
て
の
職
種

・
職
階
で
の
多
国
籍
化
と

移
民
の
受
容
も
視
野
に
お
い
た
法
制
度

の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。
さ
ら

に
よ
り
深
く
重
い
税
旭
は
、
文
化

・
一言

語

・
慣
習
の
壁
（
新
た
な
格
差

・
差

別
）
の
顕
在
化
へ
の
対
処
。
社
会
科
が

率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
学
習
問
題
で

あ
る
。

※
樋
口
美
雄
他
編
『
人
口
減
少
と
日
本
経

済
」
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
部
頁

齢
化
率
が
高
い
人
口
減
少
先
進
県
。
大

都
市
に
子
弟
を
送
り
続
け
、
そ
の
見
返

り
に
都
市
部
の
税
が
地
方
交
付
税
と
し

て
給
付
さ
れ
る
間
何
で
も
あ
る
。
人
口
構

成
上
は
二
人
が
一
人
を
支
え
る
数
値
だ

が
、
災
際
は
都
市
に
出
た
子
ど
も
が
故

郷
の
老
殺
を
扶
養
す
る
こ
と
を
想
定
し

た
税
と
財
政
の
仕
組
み
で
支
え
ら
れ
る
。

大
都
市
と
小
規
模
県
の
桁
違
い
の
人
口

差
が
可
能
に
す
る
制
度
で
も
あ
る
。

だ
が
凹

O
年
の
推
計
値
は
、
大
都
市

が
三
人
で
二
人
を
支
え
る
人
口
櫛
成
に

変
わ
る
こ
と
を
示
す
。
し
か
も
人
口
規

模
は
桁
迩
い
に
大
き
く
、
税
収
を
移
行

す
る
余
裕
が
な
く
な
る
。
逆
に
、

生
産

年
齢
人
口
の
滅
少
を
補
う
た
め
に
、

若

い
男
女
を
全
国
か
ら
移
動
さ
せ
る
圧
力

が
高
ま
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

故
郷
の
町
や
村
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都

道
府
県
の
合
併
・
消
滅
に
よ
る
日
本
国

全
体
の
再
編
成
が
課
題
に
な
る
。
そ
の

-48ー

2010年と2040年のA（生産年齢人口 ：15-64歳）と
B （老年人口：65歳以上）とC (A÷B：両者の比）
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…
な
ぜ
今
、
社
会
参
画
力
が
強
調
さ
れ
る
の
か
：：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
唐
木
清
志

・
北

俊

夫

・
平
田
博
嗣
：
・
7

a

a

HH

・
u

一－－

ι

・
一
・
：
ι
＝一
山＝一

民
主
的
な
姿
艶
・態
度
の
育
成
：
・
戸
田
善
治
：
・
8

持
続
可
能
恕
臨
場
づ
く
り
の
育
成
；
大
友
秀
明
：
・れ

公
正
忽
判
断
力
の
育
成
：：：：・
永
田
忠
道：・
9

人
権
感
覚
を
育
て
る

j
i
－－：
：
溝
口
和
宏
・
：
吃

社
会
の
一

員
と
し
て
の
煎
艶
の
育
成
：
坪
田
益
美
・：
叩

禾

来

志

向
で
考
え
る
：
：
：
：
：
・：
大
滝
修
：
・
叩

社
会
参
画
型
授
業
を
つ
く
る
コ
ン
セ
プ
ト
l
ど
ん
な
タ
イ
プ
が
あ
る
か

学
習
問
題
で
つ
く
る
参
画
型
授
業
と
は
j
a
－－：：：－
J

J
・－：：
EE
－
－
・
：
：
：
：
：
：
安
野
功
・
：
同

d
九
極
の
Q
φ
で
迫
る
サ
ン
デ
ル
型
と
は
：
：
：
：
：
・

：
：・－

j

i
－－

山
本
悦
生
・
：
市

φ

そ
の
時
あ
な
た
は
っ
・
φ

ア
メ
リ
カ
教
科
書
型
と
は
－－
j
i
－－j
i
－
－
；
・
原
田
智
仁
：惚

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
で
つ
く
る
参
画
型
学
習
と
は
：
：
・
・
：
・
：
－
－

j
i
－
－
：
：
八
重
樫
文
：
泊

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
捜
業
で
つ
く
る
参
画
型
学
習
と
は
：
－
j
i
－－・：
j
i
－－
：
江
間
史
明
：
・辺

川

吐

司

沼

崎

社
会
参
画
に
必
要
な
問
題
解
決
能
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

問
題
を
発
見

・
把
握
す
る
力
の
育
て
方
：
：
：
：
EE－－J
J

・－：
：
：
j
i
－－：

小
田
泰
司
・：
却

問
題
の
関
係
国
を
作
成
す
る
力
の
育
て
方
：
：
：
：
：
：
j
i
－－
－
：
：
：
：
・
：
：
浅
野
光
俊
：
・
ぬ

問
題
を
比
較
・

分
析
す
る
力
の
育
て
方

j

i
－－
：：
：
：
・
：
・
：
：
：
栗
田
千
恵
子
：
虫

わ
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
記
述
す
る
力
の
育
て
方
：
：
：：：
・：－
J

J
・
－
－
：
：
佐
麗
章
浩
：
お

わ
か
っ
た
こ
と
を
説
明
・
プ
レ
ゼ
ン
す
る
力
の
育
て
方
・：：：：：－
J

E

－－
：
山
田
秀
和
：
お

倫
嗣
嗣
副
社
会
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
プ
ラ
ン
づ
く
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

資
料
か
ら
複
数
の
解
決
策
を
考
え
る
力
の
育
て
方
・
：
・
・
：
・
：
：
：
：
・
・
土
井
謙
次
；
・
羽

資
料
か
5
出
た
解
決
策

・
よ
り
良
い
方
法
の
選
び
方
：
：・

j
i
－－－
j
i
－－：
篠
塚
明
彦
：
叩

資
料
か
5
選
ん
だ
理
由
を
書
く
力

・
発
表
す
る
力
の
育
て
方
：
j
i
－－
：
：
：
南
畑
好
伸
・
：
犯

社
会
参
画
型
授
業
を
つ
く
る
φ

こ
れ
か
ら
の
学
習
課
題
・
学
習
問
題
φ

未
来
予
測
に
立
つ
φ

鱈
源
問
題
。
の
取
り
上
げ
方
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
j
i
－－：

永
田
成
文
・
：

ω

来
来
予
測
に
立
つ
φ

領
土
領
海
問
題
φ

の
取
り
上
げ
方

：：
J
E
－－：：：：：
：
：

草
原
和
博
・
：
将

来
来
予
測
に
立
つ
φ

少
子
高
齢
化
φ

の
取
り
上
げ
方
・
：
j
i
－
－
：
：
・
：
・
：
：
馬
居
政
幸
：
・伺

未
来
予
測
に
立
つ
φ

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
φ

の
取
り
上
げ
方
：・

j
i
－－
：
：
：
：
・
森
田
真
樹
・
・
印

未
来
予
測
に
立
つ
令
市
歳
選
拳
権
φ

の
取
り
上
げ
方

：・・：・：：
・・・：・：：

石
川
術
基
治
・
臼

未
来
予
測
に
立
つ
φ

防
災
・
減
災
問
題
φ

の
取
り
上
げ
方
・
・
：
：
：
：
；
：
：
・

・
：
粕
谷
昌
良
・：
日

未
来
予
測
に
立
つ
今
津
波

・
洪
水
対
策
φ

の
取
り
上
げ
方

：
：
・
：
・
：
・
：

：
・
・
須
賀
知
宏：－

m

閣
鴎
争
地
域
課
題
の
発
見
↓
解
決
φ

へ
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
H
モ
デ
ル
実
践
と
は

鴨
指
図
ポ
イ
ン
ト
は
「
数
量
化
」
と
「
二
段
階
問
題
解
決
の
授
築
構
成
」
・
：

：

：
・

・・

片
上
宗
ニ
・：
日

野
副
幽
墾
想
以
恭

『向
ひ
こ
学
校
』
｜
問
題
の
「
公
共
性
」
と
解
決
へ
の

「参
画
」
｜

：
・
：
藤
井
千
春
：
印

眠
副
晶
子
ど
も
が
す
る
授
業
・
し
み
じ
み
と
す
る
授
業
・
：
：
：
・
：

・

：
・
：
：
：
：
溜
池
善
裕
：
位

｜
｜
今
見
え
に
く
い
社
会
事
象
・
現
象
φ

↓
社
会
参
画
の
感
覚
プ
ラ
ス

α

公
共
施
設
の
働
き
：・：

：
・
：
：
根

本

徹
：
問

権

利
と
義
務
：：：
j
i
－－
：：
：
石
原
洋
一

：
的

他
地
域
と
の
か
か
わ
り
：
・
：
：
角
谷
和
彦
・：
町

三

権

相
互
の
関
係
j
i
－－
－
：
：
・
吉
田
浩
幸
：
－

m

地
蛾
資
源
・

伝
統
工
業
：
：
：

田
淵
仁
：
・回
国
連
の
働
き

・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
大
坂
誠
：
－

n

情
報
化
社
会
・
；
：
EEi
－
－
・
：
松
本
卓
也
：
－U

社
会
保
障
制
度
EE－－：
・：
：
：：
：
：
莫
島
聖
子
・：花

価
格
と
費
用
・

：
：
：
：
・
：：
・
：
才
宮
大
明
・
：
印
公
正
と
効
率
：
E
i
－－j

i
－
－
：
：
橋
本
祥
夫
：・

n

機

社
会
参
画
型
授
業
で
役
立
つ
φ

学
び
方
φ

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
1
1
1
1

叫

．
4

察
学
習・

・岸
文
・
・
調
べ
学
習
・
奥
村
菜
月
・
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：

崎

恵

・
市

－

討
論
授
業：・
小
林

朗

：
印
レ
ポ
ー
ト
作
成
：
石
田
夏
一
旬
いい
ぽ
I
l
l1
1
11
1
1
11
1
1

寸
引
判
創
蜘
冗
十
社
会
参
画
型
で
構
想
す
る
ヒ
ン
ト

I
l

l

－

一

3
t一：
新
語
和
幸
：
：
・倒

4
年
：
松
浦
雄
典
：郎

5
年
：・
大
嶋
和
彦
：
・
一
朗

i6
年
・い
山
坦
秀
則
：・
叩

一

中
学
地
理
一
石
本
貞
衡
・：

ω
Z
E－
－
佐
藤
淳
：
倒

1112
嘆
い
い
隅
暗
い
い
附
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